
科目
区分

専門教育科
目

科目名
科目
コード

40402 担当者

卒業要件

免許・資格
要件

誠実な人柄と
人間力
（尽心）

高度な知性と
創造力
（創造）

明確な意志と
実践力
（実践）

１． ○ ○ ○

２． ○ ○

３． コミュニケーション障害を抱える利用者との関わり方を理解する。 ○ ○ ○

４． ○ ○

５． ○ ○

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回 利用者の特性に応じたコミュニケーション⑤　コミュニケーションの障害のある利用者への対応３

第10回 利用者の特性に応じたコミュニケーション⑥　コミュニケーションの障害のある利用者への対応４

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

コミュニケーション
技術B

荒木正平

対象
学生

介護福祉士コース2年
生

学期
区分

前期 単位数 1
必修

介護福祉士必修

演習科目である。講義や個人ワークとグループワークを組み合わせながら授業をする。
事例に関する資料やＤＶＤを活用する。（適宜レポート課題やミニテストを課し、学生の理解を促す）

科目の主題 成績評価の方法と割合

相談援助技術に関する基礎を理解したうえで、障害の特性にあわせたｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのあり方についても学ぶ。また、他職種との連携・協働に必要
なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのあり方についての理解を深める。

定期試験（５０％）
レポート・提出物（４０％）
受講態度（１０％）

科目の到達目標

教育目標に基づく学修成果の到達目標

相談援助技術に関する基礎的理解を深める

コミュニケーション障害のさまざまなあり方について理解する。

チームにおけるコミュニケーションに関する基礎的理解を深める。

情報共有の意義と方法について理解する。

授業方法

介護におけるコミュニケーション①　介護におけるチームコミュニケーション

準備学修（予習、復習等に必要な時間または具体的な学修内容）

予習として、教科書を授業までに読んでおくこと。復習には、配付資料やレジュメなども活用し、理解を深
めるように努める。

授業計画

相談援助技術に関する基礎的理解①　相談援助技術の意義と方法

相談援助技術に関する基礎的理解②　バイステックの7原則について１

相談援助技術に関する基礎的理解③　バイステックの7原則について２

相談援助技術に関する基礎的理解④　バイステックの7原則について３

利用者の特性に応じたコミュニケーション①　コミュニケーションの障害とは

利用者の特性に応じたコミュニケーション②　さまざまなコミュニケーション障害

利用者の特性に応じたコミュニケーション③　コミュニケーションの障害のある利用者への対応１

利用者の特性に応じたコミュニケーション④　コミュニケーションの障害のある利用者への対応２

新・介護福祉士養成テキスト
「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術」中央法規出版

この授業では、対人支援に不可欠である相談援助技術に関する基礎
的理解を深めるとともに、障害の特性に応じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術につ
いて、また他職種との連携の実際について学んでいきます。

介護におけるコミュニケーション②　介護における記録の意義と目的

介護におけるコミュニケーション③　介護における記録の種類

介護におけるコミュニケーション④　「報告」「連絡」「相談」の意義と目的、方法

介護におけるコミュニケーション⑤　介護の職場における会議の意義と目的、方法

教科書・参考書 受講生へのメッセージ


